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［ 

第

２

部 

］ 

大

阪

歌

謡

事

始

め 
 
 

⍖ 

日

東

レ

コ

ー

ド

か

ら 

石

浜

恒

夫

「

こ

い

さ

ん

の

ラ

ブ

・

コ

ー

ル

」

ま

で 

⍖ 

                          

住

䭾

に

ゆ

か

り

の

「

う

た

」

は

、

万

葉

、

新

古

今

の

古

の

和

歌

朗

詠

か

ら

始

ま

り

、

中

世

に

盛

ん

に

な

っ

た

連

歌

や

、

近

世

に

は

大

社

の

御

田

植

神

事

の

住

吉

踊

が

全

国

に

流

布

し

、

堺

の

高

三

隆

達

た

か

さ

ぶ

り

り

ゅ

う

た

つ

が

創

始

し

た

「

隆

達

小

歌

」

や

、

江

戸

の

初

代

十

寸

見

河

東

ま

す

み

か

と

う

に

よ

る

「

泰

平

住

吉

踊

」

の

流

行

も

あ

っ

た

。

近

代

に

入

っ

て

は

新

民

謡

の

中

で

「

住

吉

音

頭

」

も

生

れ

た

。 

こ

の

よ

う

に

住

吉

を

題

材

に

し

た

「

う

た

」

に

は

多

く

の

展

開

が

あ

っ

た

が

、

こ

の

地

域

で

生

れ

た

も

の

と

い

う

観

点

で

見

て

み

る

と

、

日

東

蓄

音

器

の

立

地

と

、

そ

の

近

く

で

生

れ

育

っ

た

石

浜

恒

夫

の

存

在

を

忘

れ

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

そ

れ

は

「

大

阪

歌

謡

」

の

誕

生

し

た

地

と

も

言

え

る

だ

ろ

う

。

こ

れ

ら

も

ま

た

「

住

吉

の

う

た

の

神

さ

ん

」

の

采

配

に

違

い

な

い

が

、

の

ち

に

「

歌

謡

曲

」

と

呼

ば

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

流

行

歌

の

誕

生

を

中

心

に

、

見

て

聴

い

て

み

た

い

。 

 

Ⅰ

．

日

東

蓄

音

器

・

ニ

ッ

ト

ー

レ

コ

ー

ド

の

歌

謡

曲 

１

．

ニ

ッ

ト

ー

レ

コ

ー

ド

の

歴

史 

 

大

正

９

年(1
9
2
0
)

３

月

、

住

吉

大

社

の

南

門

前

（

東

の

大

鳥

居

の

前

）

に

、

財

産

家

の

白

山

善

五

郎

と

森

下

仁

丹

の

森

下

辰

之

助

に

よ

っ

て

「

日

東

蓄

音

器

株

式

会

社

」

が

創

業

し

た

。

翌

大

正

１０

年

４

月

に

は

、

「

ツ

バ

メ

印

ニ

ッ

ト

ー

レ

コ

ー

ド

」

の

名

で

、

10
イ

ン

チ

盤

に

よ

る

新

譜

を

発

売

し

、

邦

楽

に

力

点

を

入

れ

た

ラ

イ

ン

ナ

ッ

プ

を

誇

っ

て

い

た

。 
コ

ロ

ン

ビ

ア

や

ビ

ク

タ

ー

、

ポ

リ

ド

ー

ル

な

ど

東

京

を

中

心

に

展

開

さ

れ

て

い

た

外

資

系

の

レ

コ

ー

ド

会

社

に

対

抗

し

て

、

地

場

産

業

と

し

て

の

レ

コ

ー

ド

会

社

を

創

っ

た

の

で

あ

る

か

ら

、

義

太

夫

や

浪

花

節

、

新

民

謡

や

演

芸

物

な

ど

に

強

か

っ

た

。

日

本

資

す

み

文

ス

テ

ー

ジ

「

住

吉

の

う

た

」

／

住

吉

文

化

事

業

実

行

委

員

会

主

催 



- 2 - 

 

本

の

レ

コ

ー

ド

会

社

は

、

京

都

の

オ

リ

エ

ン

ト

・

レ

コ

ー

ド

、

西

宮

の

内

外

レ

コ

ー

ド

（

大

平

蓄

音

器

・

タ

イ

ヘ

イ

レ

コ

ー

ド

）

、

尼

崎

の

ト

ー

ア

・

レ

コ

ー

ド

な

ど

関

西

に

数

多

く

あ

り

、

独

自

の

企

画

を

展

開

し

て

い

た

。 

            

と

こ

ろ

が

、

コ

ロ 

ン

ビ

ア

や

ビ

ク

タ

ー 

が

攻

勢

を

仕

掛

け

、

ニ 

ッ

ト

ー

レ

コ

ー

ド

を

販 

売

す

る

店

に

は

蓄

音

器 

を

卸

さ

な

い

な

ど

の

措 

置

に

及

ん

で

、

当

初

は 

自

社

生

産

し

て

い

な

か

っ

た

蓄

音

器

本

体

を

「

日

東

号

」

と

し

て

生

産

し

始

め

た

。 

し

か

し

、

昭

和

期

に

入

っ

て

流

行

歌

・

洋

楽

分

野

へ

の

展

開

が

遅

れ

、

ド

イ

ツ

原

盤

ク

リ

ス

タ

ル

レ

コ

ー

ド

を

傘

下

に

置

い

た

が

業

績

が

低

迷

し

、

乱

立

す

る

レ

コ

ー

ド

会

社

の

再

編

の

中

で

、

昭

和

１０

年(1
9
3
5
)

７

月

、

日

東

蓄

音

器

は

傘

下

の

日

本

ク

リ

ス

タ

ル

と

共

に

太

平

蓄

音

器

と

企

業

統

合

し

、

西

宮

に

新

会

社

大

日

本

蓄

音

器

株

式

会

社

を

設

立

す

る

に

至

っ

た

。

そ

の

後

、

タ

イ

ヘ

イ

レ

コ

ー

ド

を

メ

イ

ン

と

し

ク

リ

ス

タ

ル

は

洋

楽

、

ニ

ッ

ト

ー

レ

コ

ー

ド

は

サ

ブ

レ

ー

ベ

ル

と

し

て

存

続

し

た

。 

つ

い

に

、

昭

和

17
年(1

9
4
2
)

２

月

、

国

家

総

動

員

法

に

よ

り

キ

ン

グ

レ

コ

ー

ド

に

吸

収

合

併

さ

れ

て

ニ

ッ

ト

ー

レ

コ

ー

ド

は

終

焉

し

て

し

ま

う

。

レ

ー

ベ

ル

と

し

て

は

22
年

間

の

歴

史

だ

っ

た

。 

 

２

．

「

道

頓

堀

行

進

曲

」

の

流

行 

ニ

ッ

ト

ー

レ

コ

ー

ド

は

宝

塚

少

女

歌

劇

や

日

東

歌

劇

団

な

ど

の

演

劇

も

の

も

録

音

し

て

い

た

。

昭

和

３

年(
1
9
2
8
)

１

月

、

神

戸

・

京

都

・

大

阪

の

各

松

竹

座

で

、

映

画

の

幕

間

劇

と

し

て

岡

田

嘉

子

お

か

だ

よ

し

こ

一

座

の

寸

劇

「

道

頓

堀

行

進

曲

」

が

上

演

さ

れ

た

。

そ

の

録

音

を

「

モ

ダ

ン

ス

ケ

ッ

チ 

道

頓

堀

行

進

曲

」

と

し

て

２

枚

４

面

で

発

売

し

た

。

そ

の

中

で

歌

わ

れ

た

の

が

、

同

名

の

大

ヒ

ッ

ト

曲

で

、

筑

波

久

仁

子

つ

く

ば

く

に

こ

の

歌

の

み

で

発

売

し

、

浅

草

オ

ペ

ラ

の

内

海

一

郎

う

つ

み

い

ち

ろ

う

で

も

吹

き

込

ん

だ

。

大

阪

歌

謡

の

嚆

矢

と

言

え

る

だ

ろ

う

。 

寸

劇

の

内

容

は

、

カ

フ

ヱ

ー

を

舞

台

に

繰

り

広

げ

ら

れ

る

男

女

の

三

角

関

係

と

惨

劇

で

、

最

後

に

「

あ

ぁ

、

よ

か

っ

た

・

・

・

夢

で

」

と

い

う

オ

チ

。

劇

中

に

挿

入

さ

れ

た

の

は

、

松

竹

楽

劇

部

の

座

付

き

脚

本

家

・

日

比

繁

次

郎

ひ

び

は

ん

じ

ろ

う

の

作

詩

に

、

同

じ

く

楽 
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劇

部

の

作

曲

家

・

塩

尻

精

八

し

お

じ

り

せ

い

は

ち

が

作

曲

し

た

主

題 

歌

で

あ

る

。

岡

田

嘉

子

は

昭

和

１３

年

１

月

に

、 

演

出

家

の

年

下

の

杉

本

良

吉

と

樺

太

か

ら

雪

の 

中

を

馬

橇

に

乗

っ

て

ソ

連

に

亡

命

し

た

こ

と

が 

話

題

に

な

っ

た

。 

  

３

．

服

部

良

一

の

専

属

化

と

「

さ

く

ら

お

け

さ

」 

 

ニ

ッ

ト

ー

レ

コ

ー

ド

の

東

京

九

段

下

の

吹

き

込

み

所

の

開

設

に

際

し

て

、

服

部

良

一

が

音

楽

監

督

に

就

任

し

た

。

道

頓

堀

ジ

ャ

ズ

に

発

す

る

服

部

は

、

日

本

的

旋

律

を

残

し

た

新

し

い

和

製

ジ

ャ

ズ

を

目

指

し

て

い

た

。 

昭

和

８

年(
1
9
3
3
)

に

ビ

ク

タ

ー

が

発

売

し

た

「

東

京

音

頭

」

（

西

條

八

十

作

詞

、

中

山

晋

平

作

曲

）

は

、

小

唄

勝

太

郎

の

「

♪

踊

り

踊

る

な

ら

、

チ

ョ

イ

と

東

京

音

頭

、

ヨ

イ

ヨ

イ

～

」

の

節

回

し

で

大

ヒ

ッ

ト

し

、

盆

踊

り

の

定

番

に

な

っ

た

。

翌

年

春

に

は

各

社

競

っ

て

「

さ

く

ら

音

頭

」

を

発

売

す

る

。 

服

部

良

一

は

「

こ

っ

ち

は

“

お

け

さ

”

で

い 

こ

う

」

と

提

案

し

「

さ

く

ら

お

け

さ

」

を

作

曲 

し

、

専

属

歌

手

と

な

っ

た

美

ち

奴

が

こ

れ

で

デ 

ビ

ュ

ー

し

た

。

そ

の

後

、

美

ち

奴

と

の

コ

ン

ビ 

で

大

量

の

新

民

謡

を

作

曲

す

る

。 

ニ

ッ

ト

ー

レ

コ

ー

ド

の

タ

イ

ヘ

イ

レ

コ

ー

ド 

へ

の

吸

収

合

併

に

よ

り

、

服

部

は

２

年

間

で

日 

本

コ

ロ

ン

ビ

ア

に

移

籍

す

る

が

、

和

製

ジ

ャ

ズ

や

ブ

ギ

ウ

ギ

は

そ

れ

か

ら

開

花

す

る

こ

と

に

な

る

。 

ニ

ッ

ト

ー

レ

コ

ー

ド

が

大

阪

に

誕

生

し

、

そ

れ

も

住

吉

の

地

で

創

業

さ

れ

た

の

は

、

東

京

中

心

の

外

資

系

に

対

抗

す

る

気

概

と

、

住

吉

と

い

う

文

化

的

に

色

濃

い

土

地

柄

か

ら

義

太

夫

や

浪

花

節

、

花

柳

界

と

の

つ

な

が

り

、

春

団

治

や

エ

ン

タ

ツ

・

ア

チ

ャ

コ

な

ど

寄

席

芸

の

録

音

に

力

点

を

置

い

た

の

は

大

き

な

成

果

だ

っ

た

。 

 

４

．

エ

ン

タ

ツ

・

ア

チ

ャ

コ

「

早

慶

戦

」

の

吹

き

込

み 

 

漫

才

作

者

に

な

り

た

て

の

秋

田

實

と

エ

ン

タ 

ツ

・

ア

チ

ャ

コ

に

よ

っ

て

、

し

ゃ

べ

く

り

漫

才 

の

嚆

矢

で

あ

る

「

早

慶

戦

」

が

生

れ

た

の

も

昭 

和

９

年

頃

の

こ

と

だ

っ

た

。 

ニ

ッ

ト

ー

レ

コ

ー

ド

で

は

初

代

桂

春

団

治

や 

エ

ン

タ

ツ

の

芸

を

多

く

吹

き

込

ん

で

い

て

、

地 

の

利

を

活

か

し

た

レ

コ

ー

ド

だ

と

言

え

る

。 

三

代

目

春

団

治

は

玉

出

、

六

代

目

笑

福

亭

松 

鶴

は

粉

浜

に

住

ん

で

い

た

が

、

初

代

桂

春

団

治

は

二

号

さ

ん

を

上

住

吉

に

住

ま

わ

せ

て

い

て

、

大

正

14

年

に

は

ニ

ッ

ト

ー

レ

コ

ー

ド

か

ら

本

物

の

煎

餅

で

レ

コ

ー

ド

を

作

っ

た

と

い

う

逸

話

が

あ

る

。 

横

山

エ

ン

タ

ツ

も

ニ

ッ

ト

ー

レ

コ

ー

ド

近

く

の

上

住

吉

に

住

ん

で

い

た

。

藤

沢

桓

夫

は

昭

和

11

年

朝

日

新

聞

連

載

の

『

花

粉

』

に

エ

ン

タ

ツ

・

エ

ノ

ス

ケ

を

登

場

さ

せ

、

昭

和

14

年

に

は

エ

ン

タ

ツ

を

モ

デ

ル

に

し

た

『

緑

の

褥

』

を

書

い

て

い

る

。 
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Ⅱ

．

墨

江

に

生

ま

れ

育

っ

た

石

浜

恒

夫

の

大

阪

歌

謡 

⍖ 

石

浜

紅

子

さ

ん

と

た

ど

る

流

行

歌

の

数

々 

⍖ 

１

．

石

浜

恒

夫

の

略

歴 

大

正

１２

年(
1
9
2
3
)

、

東

洋

史

学

者

石

浜

純

太

郎 

の

長

男

と

し

て

現

在

の

住

吉

区

墨

江

に

生

ま

れ

る

。 

天

王

寺

中

学

、

大

阪

高

校

を

経

て

東

大

美

学

科

卒

。 

１７

歳

の

時

に

藤

澤

桓

夫

に

紹

介

さ

れ

川

端

康

成

に 

出

会

い

、

鎌

倉

の

邸

に

書

生

と

し

て

同

居

し

た

。 

 

小

説

家

を

目

指

し

て

「

文

学

雑

誌

」

な

ど

に

作 

品

を

発

表

し

、

和

２９

年(
1
9
5
4
)

、

『

ら

ぷ

そ

で

ぃ 

・

い

ん

・

ぶ

る

う

』

が

芥

川

賞

候

補

に

な

っ

た

。 

作

詞

家

と

し

て

は

、

西

区

北

堀

江

の

マ

ン 

モ

ス

ア

パ

ー

ト

に

住

ん

で

い

た

昭

和

33

年

か 

ら

の

10

年

間

に

開

花

し

、

同

じ

ア

パ

ー

ト

に 

住

む

作

曲

家

大

野

正

雄

と

組

ん

だ

「

こ

い

さ 

ん

の

ラ

ブ

コ

ー

ル

」

が

最

初

で

あ

る

。

昭

和 

38

年(
1
9
6
3
)

に

娘

の

紅

子

が

誕

生

し

た

。 

昭

和

43

年(
1
9
6
8

）

、

川

端

康

成

の

ノ

ー

ベ

ル

賞

授

賞

式

に

同

行

し

、

昭

和

52

年(
1
9
7
7
)

に

は

13

歳

の

紅

子

と

大

西

洋

ヨ

ッ

ト

横

断

を

成

功

さ

せ

て

大

き

な

話

題

に

な

っ

た

。 
 

詩

人

と

し

て

も

『

道

頓

堀

左

岸

』

な

ど

の

詩

集

が

あ

り

、

詩

誌

「

遠

や

ま

び

こ

」

を

主

宰

し

て

い

た

。

多

く

の

ヒ

ッ

ト

曲

を

世

に

送

り

、

平

成

１６

年

１

月

９

日(
2
0
0
4
)

に

80

歳

で

他

界

し

た

。

同

年

八

月

、

法

善

寺

横

丁

入

口

に｢

大

阪

ぐ

ら

し

碑｣

が

建

て

ら

れ

た

。

 

２

．

「

こ

い

さ

ん

の

ラ

ブ

・

コ

ー

ル

」 

昭

和

33

年(
1
9
5
8
)

４

月

の

「A
B
C

ホ

ー

ム

・ 

ソ

ン

グ

」

。

作

編

曲

は

大

野

正

雄

で

ラ

ジ

オ

か 

ら

流

れ

た

音

源

が

使

わ

れ

た

。 

川

端

康

成

が

昭

和

３１

年

に

新

聞

連

載

し

た 

小

説

『

女

で

あ

る

こ

と

』

に

題

材

を

得

て

作 

詞

さ

れ

た

。

北

浜

の

銀

行

家

末

娘

（

こ

い

さ 

ん

）

が

自

立

を

求

め

て

東

京

に

家

出

を

す

る 

と

い

う

ス

ト

ー

リ

ー

が

歌

い

込

ま

れ

て

い

る

。 

大

阪

歌

謡

の

嚆

矢

で

あ

る

。 

 

３

．

「

大

阪

ぐ

ら

し

」 

 

作

曲

家

大

野

正

雄

で

フ

ラ

ン

ク

永

井

が

歌

っ

た

第

２

弾

。

法

善

寺

横

丁

の

入

口

に

歌

碑

が

建

て

ら

れ

て

い

る

。 
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４

．

「

大

阪

ろ

ま

ん

」 

 

作

曲

家

吉

田

正

と

の

コ

ン

ビ

で 

フ

ラ

ン

ク

永

井

が

歌

っ

た

。 

キ

タ

の

風

情

や

ミ

ナ

ミ

は

織

田

作 

之

助

の

『

夫

婦

善

哉

』

が

歌

い

込

め 

ら

れ

て

い

る

。 

元

祖

「

好

き

や

ね

ん

」

で

あ

る

。 

  

５

．

ア

イ

・

ジ

ョ

ー

ジ

と

の

出

会

い 

「

硝

子

の

ジ

ョ

ニ

ー

」 

 

昭

和

36

年(
1
9
6
1

）

、

ア

イ

・

ジ

ョ 

ー

ジ

か

ら

石

濱

恒

夫

に

作

詞

を

依

頼 

し

て

で

き

た

曲

。

ア

イ

・

ジ

ョ

ー

ジ 

は

大

阪

最

大

の

ナ

イ

ト

ク

ラ

ブ

の

北 

区

堂

島

の

「

ク

ラ

ブ

・

ア

ロ

ー

」

の 

専

属

歌

手

に

な

り

、

ト

リ

オ

・

ロ

ス

・ 

パ

ン

チ

ョ

ス

の

日

本

公

演

の

前

座

歌 

手

に

な

り

、

同

じ

前

座

だ

っ

た

坂

本 

ス

ミ

子

と

共

に

大

い

に

売

り

出

さ

れ 

た

。 

 

「

紅

子

の

バ

ラ

ー

ド

」 

 

石

浜

恒

夫

の

娘

紅

子

（

べ

に

こ

）

は

、 

昭

和

38

年

12

月

12

日

に

生

ま

れ

た

。 

中

村

八

大

の

第

一

子

の

誕

生

に

際

し

て 

永

六

輔

作

詞

、

中

村

八

大

作

曲

で

「

こ 

ん

に

ち

は

赤

ち

ゃ

ん

」

が

作

ら

れ

た

ば 

か

り

で

、

石

浜

恒

夫

も

娘

の

誕

生

に

際 

し

て

、

そ

の

娘

が

二

十

歳

に

な

っ

て

も 

歌

え

る

よ

う

に

と

「

紅

子

の

バ

ラ

ー

ド

」 

を

作

詞

し

、

ア

イ

・

ジ

ョ

ー

ジ

が

曲

を 

付

け

て

歌

っ

た

。

昭

和

３９

年(
1
9
6
4
)

の 

第

15

回

紅

白

歌

合

戦

で

、

ア

イ

・

ジ

ョ

ー

ジ

は

「 

紅

子

の

バ

ラ

ー

ド

」

で

出

演

し

た

。 

 

「

道

頓

堀

左

岸

」 

石

濱

恒

夫

は

昭

和

42

年

（1
9
6
7

）

に

詩

集

『

道

頓

堀

左

岸

』

を

土

田

書

店

か

ら

限

定

出

版

し

た

。

あ

わ

せ

て

ア

イ

・

ジ

ョ

ー

ジ

に

歌

詞

「

道

頓

堀

左

岸

」

を

提

供

し

、

テ

イ

チ

ク

レ

コ

ー

ド

か

ら

発

売

さ

れ

た

。 

     


